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会長の時間

会長卓話

 岡本　俊則 会長　

　先般開催されました地区大会は、宮崎RCの皆様

の絶大なご支援により大成功を収めました。

　パストガバナーのお一人が「近来まれにみる

素晴らしい大会だった」と仰ったようです。

　皆様のご尽力に感謝してハッピーします。

佐藤　嘉信 会員地区幹事

ハッピー ボックス

ゲスト卓話

「アイコンシャス・バイアスと人権」

宮崎県人権啓発センター

人権啓発専門員 田原　新一 様

　皆様こんにちは、まずは、一週空きましたが地区大会大
変お疲れ様でございました。
　お陰様で大過なく終了する事が出来ました。
　開催中に何度も同じ事を感じる場面がありました。それ
は、会員一人一人がホストとして、参加者と対峙をしている
場面です。「本当にみんながこの大会を支えている」と感
じていました。各々がおもてなしの心を持ち、その気持ちが
自然と表情に表れていて参加された皆様が心地よい“お
出迎えやお見送り”を体感されていると感じました。
　現に色 な々方々からお褒めの言葉を沢山頂戴致しまし
た。そのほとんどは我がクラブのメンバーが参加者の皆
様に対し向き合う姿勢の話でした。
　しっかりと管理をされたスケジュールに基づき、心のこ
もったおもてなしであったとのこと、本当に気持ちの良い
大会だったとの“声”が多く寄せられました。
　コロナ禍の数年を経て、久しぶりにクラブが一丸となっ
た達成感を味わうことが出来ました。この大会の開催にあ
たりご尽力を頂きました川越宏樹実行委員長をはじめと
する実行委員のメンバーの方々には心より御礼を申し上
げたいと思います。本当にありがとうございました。
　また、来訪クラブの方々からも沢山のお礼文等を頂戴
致しました、対応いただきましたフレンドシップ委員会山本
正幸委員長他メンバーの皆さん本当にありがとうござい
ました。
　そして、大会終了後間髪を入れず（先週の土曜日）に開
催をされましたRI第2730地区:社会奉仕委員会主催の
「海岸美化プロジェクト」では懸命に池ノ上ガバナーをサ
ポートしようとする薗田有美幹事の訴えにクラブの沢山の
方々が気持ちで応え、会場を埋めて下さったとの報告を
出張先で受け取りLINEの写真見ながら胸が熱くなりま
した。
　少しずつではありますが、私が目指す“居心地が良
く・楽しい”宮崎ロータリークラブ像に近づいていると実
感をしています。

　アンコンシャス・バイアスとは、自分自身では気づいてい
ない「ものの見方や捉え方の歪みや偏り」のことで、無意
識の思い込み（偏見）と呼ばれます。
　そして、それは、その人の過去の経験や知識、価値観、
信条等をベースに認知や判断を自動的に行い、何気な
い発言や行動として現れます。
したがって、アンコンシャス・バイアスは誰にでもあるもの
であり、良いとか、悪いとかいうものではありません。
脳は瞬時に物事と物事を無意識に紐付け、素早く理解
し、行動しようとします。つまり、アンコンシャス・バイアスは
脳の「高速思考」とも言えます。　　
そのため、そのベースとなった知識や情報が偏っていた
り、思い込みによるものであったりしても、それを修正する
ことができません。
このことから、例えば「夫は外で働き、妻は家庭を守る」と
いうアンコンシャス・バイアスが「育児休暇は女性がとるも
の」という偏見につながり、結果、「男性の育児休暇取得
を認めない」といったハラスメントや差別などの人権侵害
を生じさせることがあります。
　特に、職場においては、例えば「子育て中の女性には
出張は無理」といったアンコンシャス・バイアスがあると、
「子育て中の女性には担当者であっても出張させない」
という判断となって現れ、結果、その女性職員のやる気を
阻害することとなり、その不満が人間関係の悪化など
職場全体にも好ましくない影響を与えかねません。
　アンコンシャス・バイアスの恐ろしいところは「無意識
に行われている」ところです。無意識だから自分では気
づかない、気づかないから、繰り返してしまうし、修正で
きません。しかし、気づくことができれば、繰り返してしま
う可能性が下がるし、修正できます。

　あと数日で今月も終わります。本当にあっ！と言う間
の４ヶ月でしたが、皆様にはこれから益々、例会や委員
会・親睦会を通じて横の繋がりを広げていっていただ
きたいと考えておりますし、１２月の例会にて１回目の開
催を予定している“持ち味を「知る・学ぶ」”委員会の事
業において、自クラブのことをもっとよく知ってもらい、今
後のビジョンやクラブとしてのあり方などを考える苗床
にしていただきたいと思っています。
　宮崎ロータリークラブに古くから伝わる大切なことを
「知り、学んだ」うえで個々のビジョンに反映をして頂き
たいと考えています。共有できる“素材の分母”は出来
るだけ大きくあって欲しいと思いますし、その上での多
様性が、今、我々に求められていると感じています。
今後は、会員の皆様方と共にこれからも更に宮崎ロー
タリークラブがより良いものになる様に考え行動をして

。すで」eno rof llA ,lla rof enO「。すまい思といたきい
本日の会長卓話は以上で終わります。ご静聴ありがと
うございました。
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幹事報告
○配布物
  ・週報No.13、14　・職業奉仕賞について
○ 地区大会、コロキウムのお礼
○ ホームページミニコラムの更新について
○ 31日例会会場は２階に変更
○ 10月24日　地区職業奉仕委員会研修会開催　川崎委員長
同日、九州４地区合同公共イメージ向上事業としてポリオの
募金活動が行われます。
青少年奉仕、ローアクト委員会、ローターアクトメンバーが参加

○ 池ノ上ガバナーの動き
　23日 宮崎南 寺坂・寺原会員
　24日 宮崎アカデミー 長友剛・佐藤嘉信会員
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　先日の地区大会と同時期に開催されていた

「九州・沖縄高等学校ゴルフ選手権　新人戦大会」

において、日章学園高等学校ゴルフ部に所属する

次男の優作（高1）が団体メンバーとして見事団体

優勝を果たすことが出来ました。2連覇です！

　後日、地区大会開催の記事が宮崎日日新聞に掲

載されましたが、この試合の結果も同じ日に掲載

されダブルのハッピーにひたった次第です。

内村　　彰 会員

ハッピー ボックス

新会員入会式

【ゲスト卓話】
宮崎県人権啓発センター
人権啓発専門員　田原　新一　様
「アイコンシャス・バイアスと人権」

【ゲスト卓話】
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池ノ上ガバナー公式訪問例会
（クラブフォーラム）

＊誕生日祝・結婚記念日祝(親睦委員会)
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本年度（2023～2024）宮崎ロータリークラブの目標 ＜会　　　長＞
＜副　会　長＞
＜幹　　　事＞
＜会報委員会＞

■例会日／毎週火曜日（12：30～13：30）
■例会場／宮崎観光ホテル（☎27-1212）

■事務局　宮崎市宮田町13番8号（田崎ビル）  TEL：24-4872　FAX：22-0288
URL：https://miyazaki-rc2730.jp　E-mail:m-rotary@miyazaki-rc2730.jp

❶国際ロータリー第2730地区　地区大会をホストクラブとして開催
❷池ノ上克ガバナーの活動支援
❸青島太平洋マラソン３キロの部　復活開催
❹会員数１００名以上の堅持と女性会員の増強
❺例会出席率９０％以上の確保
❻ロータリー財団寄付一人あたり１００ドル以上
❼米山奨学会寄付一人あたり１０，０００円以上

岡本　俊則
薗田　潤子
薗田　有美
福松修一郎第2730地区

宮崎ロータリークラブ

　東崎宮　）月（ 03/01

　都西　）火（ 13/01

北崎宮   ）水（  1 /11

央中崎宮　）木（ 2 /11 　

池ノ上ガバナー
公式訪問

（今週の予定）

●随行者／ 吉田博俊、寺原一種

●随行者／ 寺坂文博、安藤公一

●随行者／ 佐藤嘉信、廣川拓也

●随行者／ 黒木勇人、長友岳夫
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宮崎県人権啓発センター
〒880-8501 宮崎市橘通東2-10-1 県庁８号館6階
TEL.0985-32-4469 　FAX.0985-32-4454
人権相談専用電話：0985-26-0238

●開館時間／9：00～１７：００
●休 館 日／ 土曜日・日曜日・祝日・年末年始

●Eメール（人権同和対策課） :
   jinkendowataisaku@pref.miyazaki.lg.jp
●ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.m-jinken.jp/

当センターはだれでも自由にご利用できます。（無料）
ただし、研修室の利用については、事前の予約が必要です。
※予約の手続きについてはセンター受付までお尋ねください。
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5　つまり、気づくことにより、職場におけるアンコンシャス・
バイアスの悪影響を防止することができるのです。
　自分の中のアンコンシャス・バイアスに気づくために、
一人ひとりが自らの言動に「これって、アンコンシャス・バイ
アス？」と問いかけ、また、職場では、自分や相手の中にあ
るアンコンシャス・バイアスを伝え合いましょう！
　そして、ハラスメントなどの人権侵害のない職場、ひい
てはすべての人の人権が尊重される社会の実現を目指
していきましょう！
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正幸委員長他メンバーの皆さん本当にありがとうござい
ました。
　そして、大会終了後間髪を入れず（先週の土曜日）に開
催をされましたRI第2730地区:社会奉仕委員会主催の
「海岸美化プロジェクト」では懸命に池ノ上ガバナーをサ
ポートしようとする薗田有美幹事の訴えにクラブの沢山の
方々が気持ちで応え、会場を埋めて下さったとの報告を
出張先で受け取りLINEの写真見ながら胸が熱くなりま
した。
　少しずつではありますが、私が目指す“居心地が良
く・楽しい”宮崎ロータリークラブ像に近づいていると実
感をしています。

　アンコンシャス・バイアスとは、自分自身では気づいてい
ない「ものの見方や捉え方の歪みや偏り」のことで、無意
識の思い込み（偏見）と呼ばれます。
　そして、それは、その人の過去の経験や知識、価値観、
信条等をベースに認知や判断を自動的に行い、何気な
い発言や行動として現れます。
したがって、アンコンシャス・バイアスは誰にでもあるもの
であり、良いとか、悪いとかいうものではありません。
脳は瞬時に物事と物事を無意識に紐付け、素早く理解
し、行動しようとします。つまり、アンコンシャス・バイアスは
脳の「高速思考」とも言えます。　　
そのため、そのベースとなった知識や情報が偏っていた
り、思い込みによるものであったりしても、それを修正する
ことができません。
このことから、例えば「夫は外で働き、妻は家庭を守る」と
いうアンコンシャス・バイアスが「育児休暇は女性がとるも
の」という偏見につながり、結果、「男性の育児休暇取得
を認めない」といったハラスメントや差別などの人権侵害
を生じさせることがあります。
　特に、職場においては、例えば「子育て中の女性には
出張は無理」といったアンコンシャス・バイアスがあると、
「子育て中の女性には担当者であっても出張させない」
という判断となって現れ、結果、その女性職員のやる気を
阻害することとなり、その不満が人間関係の悪化など
職場全体にも好ましくない影響を与えかねません。
　アンコンシャス・バイアスの恐ろしいところは「無意識
に行われている」ところです。無意識だから自分では気
づかない、気づかないから、繰り返してしまうし、修正で
きません。しかし、気づくことができれば、繰り返してしま
う可能性が下がるし、修正できます。

　あと数日で今月も終わります。本当にあっ！と言う間
の４ヶ月でしたが、皆様にはこれから益々、例会や委員
会・親睦会を通じて横の繋がりを広げていっていただ
きたいと考えておりますし、１２月の例会にて１回目の開
催を予定している“持ち味を「知る・学ぶ」”委員会の事
業において、自クラブのことをもっとよく知ってもらい、今
後のビジョンやクラブとしてのあり方などを考える苗床
にしていただきたいと思っています。
　宮崎ロータリークラブに古くから伝わる大切なことを
「知り、学んだ」うえで個々のビジョンに反映をして頂き
たいと考えています。共有できる“素材の分母”は出来
るだけ大きくあって欲しいと思いますし、その上での多
様性が、今、我々に求められていると感じています。
今後は、会員の皆様方と共にこれからも更に宮崎ロー
タリークラブがより良いものになる様に考え行動をして

。すで」eno rof llA ,lla rof enO「。すまい思といたきい
本日の会長卓話は以上で終わります。ご静聴ありがと
うございました。

　つまり、気づくことにより、職場におけるアンコンシャス・
バイアスの悪影響を防止することができるのです。
　自分の中のアンコンシャス・バイアスに気づくために、
一人ひとりが自らの言動に「これって、アンコンシャス・バイ
アス？」と問いかけ、また、職場では、自分や相手の中にあ
るアンコンシャス・バイアスを伝え合いましょう！
　そして、ハラスメントなどの人権侵害のない職場、ひい
てはすべての人の人権が尊重される社会の実現を目指
していきましょう！
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5　つまり、気づくことにより、職場におけるアンコンシャス・
バイアスの悪影響を防止することができるのです。
　自分の中のアンコンシャス・バイアスに気づくために、
一人ひとりが自らの言動に「これって、アンコンシャス・バイ
アス？」と問いかけ、また、職場では、自分や相手の中にあ
るアンコンシャス・バイアスを伝え合いましょう！
　そして、ハラスメントなどの人権侵害のない職場、ひい
てはすべての人の人権が尊重される社会の実現を目指
していきましょう！
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